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1. 平成23年３月期第２四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第２四半期 25,502 13.8 507 143.5 472 82.2 103 1.1

22年３月期第２四半期 22,413 △25.1 208 △65.9 259 △53.6 101 △47.0

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第２四半期 7 70 7 58

22年３月期第２四半期 7 61 －

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第２四半期 45,253 10,088 18.4 621 42

22年３月期 41,058 10,166 20.7 634 83

(参考) 自己資本 23年３月期第２四半期 8,321百万円 22年３月期 8,502百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 － 2 50 － 2 50 5 00

23年３月期 － 2 50

23年３月期(予想) － 2 50 5 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,500 6.6 1,240 130.7 1,130 94.2 450 262.4 33 60



  

 

 
   （注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計

処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

  

 ※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

 ※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・平成22年５月14日付「平成22年３月期 決算短信」にて公表しました、通期連結業績予想を修正して

おります。 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四

半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は【添付資料】P4.「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

   （注）当四半期会計期間における連結範囲の変動に伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

   （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期２Ｑ 13,581,860株 22年３月期 13,581,860株

② 期末自己株式数 23年３月期２Ｑ 190,377株 22年３月期 187,720株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期２Ｑ 13,393,085株 22年３月期２Ｑ 13,394,140株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アジアを中心とする新興国の景気拡大を背景に生産
活動・輸出が緩やかに回復し、併せて景気刺激策により個人消費は持ち直してきた一方で、ユーロ圏の金
融不安が完全に払拭されていないことによる景気下振れリスクが存在しており、依然として先行きが不透
明な状況で推移しました。 
 当業界におきましても、個人消費の持ち直しによる当社顧客の生産活動が回復基調にある一方で、原
油、ナフサ価格の上昇及び円相場の高騰等により、楽観できない事業環境となりました。 
 このような状況下において、当第２四半期連結累計期間の売上高は、25,502,664千円（前年同期比
13.8％増）となりました。また、損益面では増収効果および徹底した総原価低減活動の実施により、経常
利益は472,315千円（前年同期比82.2％増）となりました。また、税金等調整前四半期純利益は316,360千
円（前年同期比45.5％増）、四半期純利益は103,073千円（前年同期比1.1％増）となりました。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。  
① 成形品事業  

 車両分野は、海外市場（東南アジア、中国）において景気回復による需要が拡大しており、国内市場に
おいては四輪部品事業ではエコカー補助金等による景気刺激策にも支えられ堅調に推移しており、また、
建設機械部品事業の受注量の回復等もあり、前年同期比増収となりました。また、ＯＡ分野においても、
海外市場においてパソコン筐体部品等の受注数量の増加により、前年同期比増収となりました。しかし、
通信機器分野においては、加飾、高剛性および防水対応技術による積極的な営業活動を展開したものの、
引き続き市場における販売台数減少に伴う受注数量の減少等により、前年同期比減収となりました。 
 その結果、当事業区分の売上高は24,962,764千円（前年同期比14.6%増）、営業利益は449,283千円（前
年同期比214.3％増）となりました。 
② その他の事業  

 その他の事業では、移動通信機器の販売等を中心に積極的な営業活動を展開したものの、売上高は
539,900千円（前年同期比14.0％減）、営業利益は56,414千円（前年同期比11.7％減）となりました。 

  

なお、参考までに記載すると所在地別セグメントは次のとおりであります。 
① 日本  

 成形品事業、特に車両部品および建設機械部品等の受注数量の増加により、売上高は19,152,714千円
（前年同期比6.6％増）となりましたが、営業利益は122,235千円（前年同期比4.0％減）となりました。 
② 中国  

 車両部品およびパソコン筐体部品等の受注数量の増加により、売上高は3,373,704千円（前年同期比
52.8％増）、営業利益は100,154千円（前年同期は営業損失2,196千円）となりました。  
③ 東南アジア  

 インドネシアにおける車両部品等の受注数量の増加により、売上高は2,976,245千円（前年同期比
32.6％増）、営業利益は304,872千円（前年同期比262.1％増）となりました。  

  

① 流動資産  
 当第２四半期連結会計期間末における流動資産合計は、23,193,242千円となり、前連結会計年度末と比
べ4,328,719千円増加しました。これは未収入金の増加（2,185,356千円増）が主な要因であります。 
② 固定資産  

 当第２四半期連結会計期間末における固定資産合計は、22,060,200千円となり、前連結会計年度末と比
べ133,416千円減少しました。これは投資有価証券の減少（178,863千円減）が主な要因であります。  
③ 流動負債  

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債合計は、21,659,225千円となり、前連結会計年度末と比
べ2,995,583千円増加しました。これは支払手形及び買掛金の増加（1,380,192千円増）が主な要因であり
ます。  
④ 固定負債  

 当第２四半期連結会計期間末における固定負債合計は、13,506,083千円となり、前連結会計年度末と比
べ1,278,342千円増加しました。これは長期借入金の増加（1,426,796千円増）が主な要因であります。 
⑤ 純資産  

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、10,088,135千円となり、前連結会計年度末と比べ
78,622千円減少しました。これはその他有価証券評価差額金の減少（139,202千円減）が主な要因であり
ます。  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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資本の財源及び資金の流動性についての分析  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第２四半期
連結会計期間末と比較して57,653千円減少し、2,345,453千円（前年同期比2.4％減）となりました。 
①営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動により使用した資金は710,166千円（前年同期は得られた資金1,203,258千円）となりました。
増加要因は主に、減価償却費1,669,317千円、仕入債務の増加額1,436,414千円等によるものです。減少要
因は主に、未収入金の増加額1,978,328千円、売上債権の増加額1,083,122千円、たな卸資産の増加額
850,294千円等によるものです。  
②投資活動によるキャッシュ・フロー  

 投資活動により使用した資金は928,851千円（前年同期比35.9％減）となりました。これは主に、有形
固定資産の取得による支出953,593千円によるものです。  
③財務活動によるキャッシュ・フロー  

 財務活動により得られた資金は1,784,872千円（前年同期は使用した資金117,475千円）となりました。
増加要因は主に、長期借入れによる収入3,635,096千円、減少要因は主に、長期借入金の返済による支出
1,682,844千円によるものです。 

  

平成22年５月14日付「平成22年３月期 決算短信」にて公表しました、通期連結業績予想を修正してお
ります。なお、当該業績予想の修正の詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知ら
せ」をご参照下さい。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①原価差異の配賦方法  
 予定価格等を適用しているために原価差異が生じた場合、当該原価差異の棚卸資産と売上原価への配
賦を、年度決算と比較して簡便的に事業種類別の区分により実施する方法によっております。  
  ②固定資産の減価償却費の算定方法  
 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する
方法によっております。  
  ③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  
 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異
等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測
やタックス・プランニングを利用する方法によっております。  
  ④税金費用の計算  
 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引
前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。ただし、当該見積実効税
率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方
法によっております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。  
  ⑤経過勘定項目の算定方法  
 固定費的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少なものについては、合理的な算定方法による概算
額で計上する方法によっております。  
  ⑥未実現損益の消去  
 四半期連結会計期間末在庫高に占める当該棚卸資産の金額及び当該取引に係る損益率を合理的に見積
って計算しております。  

  

「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月
10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平
成20年３月10日）を適用しております。 
 これにより、営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 
  

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20
年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成
20年３月31日）を適用しております。 
 これにより、営業利益、経常利益が205千円、税金等調整前四半期純利益は11,508千円減少しており
ます。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は13,115千円であります。 
  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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「企業結合に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12
月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究
開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に
関する会計基準」（企業会計基準第7号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会
計基準第16号 平成20年12月26日）、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」
（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

  

（表示方法の変更） 

・四半期連結損益計算書関係 
 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表等
規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期
連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 
 ・四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係  
 前第２四半期連結累計期間に営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示しており
ました「未収入金の増減額」については重要性が増加し、また四半期連結財務諸表の明瞭性を考慮した
結果、当第２四半期連結累計期間において区分掲記することに変更いたしました。 
 なお、前第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めておりま
した「未収入金の増減額」は346,325千円であります。 

  

該当事項はありません。 

  

  

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,353,453 2,472,360

受取手形及び売掛金 9,076,724 8,067,630

商品 92,904 25,632

製品 162,357 379,391

原材料 1,167,896 953,403

仕掛品 4,070,556 3,279,332

貯蔵品 175,035 200,713

未収入金 4,832,173 2,646,816

その他 1,263,560 840,409

貸倒引当金 △1,419 △1,166

流動資産合計 23,193,242 18,864,523

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,792,920 4,904,855

機械装置及び運搬具（純額） 4,834,711 4,990,766

土地 5,358,969 5,358,969

建設仮勘定 628,012 122,369

その他（純額） 1,968,040 2,040,005

有形固定資産合計 17,582,655 17,416,965

無形固定資産   

のれん 133,272 141,839

その他 319,513 343,350

無形固定資産合計 452,785 485,190

投資その他の資産   

投資有価証券 1,393,231 1,572,094

その他 2,730,933 2,755,596

貸倒引当金 △99,405 △36,230

投資その他の資産合計 4,024,759 4,291,461

固定資産合計 22,060,200 22,193,617

資産合計 45,253,443 41,058,140
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,847,369 10,467,176

短期借入金 2,262,562 1,670,495

1年内返済予定の長期借入金 3,699,737 3,189,242

未払法人税等 118,218 89,102

賞与引当金 294,047 417,793

役員賞与引当金 － 10,989

その他 3,437,289 2,818,842

流動負債合計 21,659,225 18,663,642

固定負債   

長期借入金 8,630,868 7,204,071

退職給付引当金 4,347,040 4,335,693

役員退職慰労引当金 149,394 185,390

資産除去債務 13,263 －

その他 365,516 502,584

固定負債合計 13,506,083 12,227,740

負債合計 35,165,308 30,891,382

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,080,955 2,080,955

資本剰余金 1,767,387 1,767,387

利益剰余金 4,920,723 4,851,135

自己株式 △46,381 △45,413

株主資本合計 8,722,684 8,654,063

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △82,690 56,512

為替換算調整勘定 △318,290 △207,595

評価・換算差額等合計 △400,981 △151,083

新株予約権 13,035 9,124

少数株主持分 1,753,396 1,654,652

純資産合計 10,088,135 10,166,758

負債純資産合計 45,253,443 41,058,140
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 22,413,206 25,502,664

売上原価 19,857,263 22,424,149

売上総利益 2,555,943 3,078,514

販売費及び一般管理費 2,347,720 2,571,438

営業利益 208,223 507,076

営業外収益   

受取利息 4,304 6,215

受取配当金 16,423 16,955

為替差益 53,905 1,251

作業屑売却収入 18,931 34,314

助成金収入 124,714 53,469

その他 56,536 83,969

営業外収益合計 274,815 196,176

営業外費用   

支払利息 158,287 145,249

その他 65,547 85,688

営業外費用合計 223,834 230,937

経常利益 259,204 472,315

特別利益   

固定資産売却益 6,500 3,812

投資有価証券売却益 25,000 10,005

特別利益合計 31,500 13,818

特別損失   

固定資産売却損 3,289 3,003

固定資産除却損 69,950 69,080

ゴルフ会員権売却損 － 728

ゴルフ会員権評価損 － 18,809

持分変動損失 － 3,672

貸倒引当金繰入額 － 63,175

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11,303

特別損失合計 73,239 169,773

税金等調整前四半期純利益 217,464 316,360

法人税等 105,641 93,664

少数株主損益調整前四半期純利益 － 222,695

少数株主利益 9,865 119,621

四半期純利益 101,956 103,073
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 217,464 316,360

減価償却費 1,510,190 1,669,317

賞与引当金の増減額（△は減少） △326,027 △123,436

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,681 △10,989

退職給付引当金の増減額（△は減少） 76,854 11,346

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,266 △35,996

貸倒引当金の増減額（△は減少） 13 63,428

受取利息及び受取配当金 △20,727 △23,170

支払利息 158,287 145,249

為替差損益（△は益） △121,830 △5,247

持分法による投資損益（△は益） △3,964 11,792

投資有価証券売却損益（△は益） △25,000 △5

有形固定資産売却損益（△は益） △3,210 △80

ゴルフ会員権評価損 － 18,809

有形固定資産除却損 69,950 69,080

売上債権の増減額（△は増加） 823,746 △1,083,122

たな卸資産の増減額（△は増加） △514,102 △850,294

仕入債務の増減額（△は減少） △459,931 1,436,414

未収入金の増減額（△は増加） － △1,978,328

その他 65,332 △129,539

小計 1,451,630 △498,413

利息及び配当金の受取額 20,727 23,170

利息の支払額 △164,973 △149,642

法人税等の支払額 △104,125 △85,281

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,203,258 △710,166

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △36,321 －

定期預金の払戻による収入 14,000 225,796

有形固定資産の取得による支出 △1,448,313 △953,593

有形固定資産の売却による収入 61,207 15,039

無形固定資産の取得による支出 △14,630 △19,451

投資有価証券の取得による支出 △17,000 △58,490

投資有価証券の売却による収入 25,000 10,034

子会社株式の取得による支出 △55,418 △11,584

長期貸付けによる支出 △1,400 －

その他 24,700 △136,601

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,448,175 △928,851
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,621,662 634,080

長期借入れによる収入 199,020 3,635,096

長期借入金の返済による支出 △1,582,206 △1,682,844

リース債務の返済による支出 △433,621 △769,938

自己株式の取得による支出 － △967

配当金の支払額 △20,091 △33,485

少数株主への配当金の支払額 △25,567 △36,859

少数株主からの払込みによる収入 130,990 39,789

その他 △7,661 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △117,475 1,784,872

現金及び現金同等物に係る換算差額 81,053 △38,965

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △281,340 106,889

現金及び現金同等物の期首残高 2,684,447 2,238,564

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,403,107 2,345,453
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該当事項はありません。 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １．事業区分は内部管理上採用している区分によっております。 

   ２．各事業の主な製品 

    (1)成形品事業 …車両（二輪・四輪）、建機等の車両機器部品 

             プリンター、複写機等のＯＡ機器部品 

             携帯電話筐体部品 

    (2)その他の事業…携帯電話を中心とする通信機器端末の販売、不動産賃貸 

             損害保険の販売代理及び人材派遣業等 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １．国又は地域は、地理的近接度によっております。 

   ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

     (1)中国…中華人民共和国、香港 

    (2)東南アジア…インドネシア、タイ 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １．国又は地域は、地理的近接度によっております。 

   ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1)中国…中華人民共和国、香港他 

(2)欧米…米国、アイルランド、スペイン、フィンランド他 

(3)東南アジア…インドネシア、タイ他 

   ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報等

【事業の種類別セグメント情報】

成形品事業 
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

21,785,653 627,553 22,413,206 ― 22,413,206

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

27,634 41,252 68,887 (68,887) ―

計 21,813,288 668,805 22,482,094 (68,887) 22,413,206

営業利益 142,934 63,911 206,846 1,376 208,223

【所在地別セグメント情報】

日本 
(千円)

中国
(千円)

東南アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

17,959,564 2,208,407 2,245,234 22,413,206 ― 22,413,206

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

175,901 339,299 1,399 516,601 (516,601) ―

計 18,135,466 2,547,707 2,246,633 22,929,807 (516,601) 22,413,206

営業利益又は損失(損失は△) 127,326 △2,196 84,198 209,328 (1,105) 208,223

【海外売上高】

中国 欧米 東南アジア 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 1,329,074 16,011 2,343,684 3,688,770

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― ― 22,413,206

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

5.9 0.1 10.5 16.5
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（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する企業基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

１ 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

 当社グループは、本社に製品本部、管理本部、品質保証本部を置き、取り扱う製品・サービスについて

国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは製品・サービスの内容及び顧客の種類等により、「成形品事業」、「その

他の事業」の２つを報告セグメントとしております。各報告セグメントに属する主要な製品は次のとおり

であります。 

成形品事業 ・・・車両（二輪・四輪）、建機等の車両機器部品 
          プリンター、複写機等のＯＡ機器部品 
          携帯電話筐体部品 
その他の事業・・・携帯電話を中心とする通信機器端末の販売、不動産賃貸 

          損害保険の販売代理店及び人材派遣業等 

  

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

 
  

なお、参考までに記載すると所在地別セグメントにおいては次のようになります。 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

 
（注） １．国又は地域は、地理的近接度によっております。 

  ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

 （１）中国・・・中華人民共和国、香港 

 （２）東南アジア・・・インドネシア、タイ 

【セグメント情報】

報告セグメント
合計

（千円）成形品事業
（千円）

その他の事業
（千円)

売上高

 外部顧客への売上高 24,962,764 539,900 25,502,664

 セグメント間の内部売上高又は振替高 22,189 38,142 60,332

計 24,984,954 578,042 25,562,996

セグメント利益 449,283 56,414 505,698

日本 
（千円）

中国
（千円）

東南アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社 
（千円）

連結
（千円）

売上高

 外部顧客に対する売上高 19,152,714 3,373,704 2,976,245 25,502,664 - 25,502,664

 セグメント間の内部売上高又は
振替高

147,191 328,556 6,151 481,900 (481,900) -

計 19,299,906 3,702,260 2,982,397 25,984,564 (481,900) 25,502,664

セグメント利益又は損失 
（損失は△）

122,235 100,154 304,872 527,262 △20,884 507,076
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３ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項） 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

 
  

  

利益 金額 （千円）

報告セグメント計 505,698

セグメント間取引消去 1,378

四半期連結損益計算書の営業利益 507,076
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該当事項はありません。 

  

当社は、平成22年10月１日をもって、当社の100％子会社である明和アペックス株式会社（以下、

「明和アペックス」といいます。）を吸収合併（以下、「本合併」といいます。）いたしました。 

①合併の目的 

 明和アペックスは、当社の100％子会社であり、同社のほとんどの販売先が当社である状況を鑑み、

今般、業務の効率的な運営を図り、収益構造の強化を図ることを目的として、当社を存続会社として本

合併を実施することと致しました。 

  

②合併の要旨 

  イ．合併の日程 

      合併日（効力発生日） 平成22年10月１日 

 ※明和アペックスは、会社法第784条第１項の定めにより、本合併契約につき株主総会の承認を 

 得ずに本合併を行いました。 

  ロ．合併の方式 

 当社を存続会社とし、明和アペックスを消滅会社とする吸収合併方式です。明和アペックスは 

 解散しました。 

  ハ．合併に係る割当ての内容等 

 明和アペックスは、当社の完全子会社であるため、本合併による新株式の発行及び資本金の増 

 加はありません。 

  ニ．消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

 消滅会社である明和アペックスは、新株予約権及び新株予約権付社債を発行しておりません。  

ホ．会計処理の概要 

 「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会 平成15年10月31日）及び「企業結合会計基準 

 及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準委員会 平成20年12月26日 企業 

 会計基準適用指針第10号）に基づき、共通支配下の取引として会計処理を適用いたします。 

  したがって、この合併に係る会計処理が連結財務諸表に与える影響はありません。 

  

③合併する相手会社の概要（平成22年３月31日現在） 

 イ．名称    ：明和アペックス株式会社 

 ロ．主要事業内容：プラスチック製品の製造、販売 

 ハ．資本金   ： 300百万円 

 ニ．純資産   ： 378百万円 

 ホ．総資産   ：2,052百万円 

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

(7) 重要な後発事象に関する注記
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